
平成２１年４月２３日

都市開発部都市計画課

 

「（仮称）第２次宇都宮市都市計画マスタープラン」全体構想(案)について 

 
 

１ 策定の目的 
「第５次宇都宮市総合計画」の策定を踏まえつつ，人口減少や少子・超高齢社会等

の都市情勢の変化に適切に対応した都市の将来像と整備の方向性を定めることによ

り，持続可能な都市づくりを実現していくため，平成１２年度に策定した「宇都宮市

都市計画マスタープラン」の改定を行うもの。 
 

２ これまでの経過 
平成２０年 ９月～   宇都宮市都市計画審議会（継続審議） 

平成２１年 ２月～３月 「全体構想」素案に関するパブリックコメント， 

関係団体との意見交換会， 
宇都宮市都市計画審議会（中間答申） 

 

 ３ 内容と特徴 

  (1) 内容 

   ・「（仮称）第２次宇都宮市都市計画マスタープラン」全体構想(案)・・・・・別紙１ 

    ・          〃                 概要版・・・別紙２ 

  (2) 特徴 

○ 『ネットワーク型コンパクトシティ』の実現を理念に，「暮らしやすさ・集いや

すさが持続できる都市」を将来都市像とし，中心市街地を核とした地域特性に応

じた各拠点が連携，補完し合う都市構造を目指す中，次の特徴を盛り込んだ。 
・土地利用にあたり，市街地の拡散につながる市街化区域の拡大を原則抑制する

方針を明示したこと。 
・公共交通と自動車を選択的に利用できる市街地・拠点間ネットワークの構築とと

もに地域特性に応じた交通手段の確保など，交通ネットワークの形成の基本的な

方向性を示したこと。 

    ・多様な暮らし方を選択できるよう，地域特性に応じた居住環境の形成の基本的方

向を示したこと。 

   ○ 都市づくりに必要な交通，緑などの分野別方針に加え，くらしの要素となる環境，

防犯，福祉分野を新たに追加した。 

 

 ４ 今後のスケジュール 

    平成２１年６月～    「地域別構想」素案作成， 
地域別ワークショップ  

平成２２年１月～    「計画案」に関するパブリックコメント， 
宇都宮市都市計画審議会答申 

       ３月      庁議，計画策定・公表 
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